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平戸
のの
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このコーナーでは平戸で元気に頑張っている女性の皆さんをご紹介します
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「ひらど北部ＥＭ運動推進協議会」

　

暦
の
上
で
は
立
春
を
迎
え
早
春

の
頃
と
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
朝

晩
は
肌
寒
い
毎
日
で
あ
る
。
さ

て
、
善
し
も
悪
し
も
昨
今
は
、
政

治
と
議
員
の
在
り
方
や
資
質
が
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
市
民
の
た
め
に
な
る
汗
な
ら

大
い
に
歓
迎
で
あ
り
幾
ら
で
も
か

い
て
結
構
で
あ
る
が
、
自
我
保
身

の
弁
明
の
汗
は
、
見
苦
し
い
限
り

で
あ
る
。

　

今
年
は
、
平
成
最
後
の
年
で
あ

り
、
新
た
な
年
号
の
ス
タ
ー
ト
の

年
で
も
あ
る
。
五
月
ま
で
あ
と
わ

ず
か
に
な
っ
た
が
、
善
し
も
悪
し

も
平
成
の
最
後
を
惜
し
み
な
が

ら
、
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
を
刻

む
一
年
で
あ
り
た
い
。
昨
年
の
一

文
字
は
、
地
震
や
台
風
、
豪
雨
の

災
害
が
多
か
っ
た
故
に
「
災
」
で

あ
っ
た
。
今
年
は
、
是
非
と
も
災

い
転
じ
て
福
と
成
す
様
に
「
幸
」

の
一
年
で
あ
る
よ
う
に
願
い
た

い
。
い
や
、
願
う
だ
け
で
な
く
、

自
ら
叱
咤
激
励
を
し
な
が
ら
市
民

目
線
で
行
動
を
し
て
参
り
た
い
。

　
　
　
　

  　
　
　

（
松
尾　

実
）

編

集

後

記

　ひらど北部ＥＭ運動推進協議会は19人の会員で活動し、Ｅ
Ｍを暮らしに取り入れることで地域の川や海の浄化から家庭
の清掃まで、さまざまな場面で使えることを普及・啓発する
取り組みを行なっています。
協議会発足のきっかけは？
　米のとぎ汁を台所から川や海へ流し捨てることは環境悪化
の一因です。私たちは平戸の美しい自然を未来の子どもたち
に残していきたいという思いで活動を始めました。そのまま
台所から流してしまうと環境悪化につながる米のとぎ汁も、
ＥＭと混ぜて発酵させることで、自然環境の浄化につながる
液体に変わるということを皆さんに知ってもらいたいです。
いつ頃から活動を始めましたか？
　協議会は平成15年から活動を始めました。会員は平戸北
部地区在住者や賛同者が主です。平戸北部地区以外の方も大
歓迎です！私たちと一緒に活動しましょう。
どのような活動をされていますか？
　年に３・４回、未来創造館の裏で作っているＥＭ活性液を
ペットボトルに詰め、販売・配布しています。ＥＭはプール
に汚れをつきにくくする効果などもあるため、プール掃除の
前に市内の小学校に配布したり、ＥＭ廃油せっけんで鏡餅を
作る活動などもしています。
今後の目標を教えてください。
　老若男女、多くの皆さんと一緒に活動したいです。また、
定期的に勉強会を開いて、知識や親睦を深めていければと考
えています。それが、ふるさと“ひらど”の環境美化につなが
ると信じて活動していきます。

▲ＥＭ廃油せっけんを袋詰めする様子
（未来創造館にて）

▲ＥＭ廃油せっけん鏡餅を切り分ける様子
（未来創造館にて）

▲ＥＭ活性液をペットボトルに詰める様子
　（未来創造館にて）
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お知らせ　
　ＥＭ活性液は2ℓ400円、糖蜜は500㎖150円で北部公民館で購入できます。皆
さんも米のとぎ汁からＥＭ発酵液を作ってみて、生活の中で活用してみてください！



　本年度市内小中学校に扇風機を設置したばか
り。国庫補助の動きは把握できなかったのか？ま
た、エアコンは運用基準を設けて使用すべき！

　国庫補助の情報はなかった。エアコンは有効活
用を図るための運用基準を検討する。

　小中学校へのエアコン設置に係る国庫補助率は
変わらないものの、起債の充当率と元利償還金の
交付税措置が有利なため

従来と比較すると…

12月定例会　12月定例会　 ここに注目!ここに注目!12月定例会　12月定例会　12月定例会　 ここに注目!ここに注目!ここに注目!

注目①
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第４号）中、第３表債務負担行為補正

注目②
佐世保市及び平戸市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結に関する協議について

注目③
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第４号）中、「学校施設空調設置事業」

　国の「冷房設備対応臨時特例交付金」を活用し、小学校15校 108教室および中学校９校 42教室にエ
アコンを設置するための設計委託料を計上。
　なお、工事請負費については、設計後、平成31年３月議会に補正予算が上程される予定です。
事業費
　１,３９０万４,０００円（小学校費963万5,000円、中学校費426万9,000円）

　12月定例会が12月３日から14日までの12日間の日程で開催され、平成30年度一般会計・各特別会
計・各事業会計補正予算、条例の一部改正、指定管理者の指定についてなど、41件の案件について慎重
な審議を行いました。

　平成22年11月に建築された平戸オランダ商館の平成31年４月１日から平成35年３月31日までの指
定管理に係る債務負担行為（※）補正案が12月定例会で提案されました。今回提案された平戸オランダ商
館の指定管理に係る債務負担行為補正案は、現在の指定管理料年
間1,600万円から入館者数の減少などを考慮し、健全な施設運営
をするために年間500万円増額し、2,100万円とするものでした。
【平戸オランダ商館1639年築造倉庫　指定管理料・入館料の状況】

Ｈ23（９月開館）
Ｈ24
Ｈ25
Ｈ26
Ｈ27
Ｈ28
Ｈ29
Ｈ30（見込み）

68,388人
64,674人
54,894人
49,146人
45,686人
34,255人
31,565人
31,600人

17,012,647円
15,961,812円
13,087,908円
11,377,818円
10,170,062円
7,236,520円
6,493,226円
6,478,000円

　入館者数を現在の指定管理期間中（平成27年～30年度）には、年間５万人見込んでいた。し
かし、平成28年４月に発生した熊本地震や団体客の減少、観光動態の変更などの影響もあり、平
成31年度から34年度までの指定管理期間中は、入館者数を年間３万2,000人に設定。健全な施設
運営をするために年間500万円の指定管理料の増額が必要と考える。

市の意見

議会から

連携中枢都市圏の目的

【入館者数・入館料の推移】

入館者が激減！

指定管理料
入館料収入

年間 16,000,000円
年間 12,000,000円

年間 16,000,000円
年間   6,493,226円

市の予算（見込）
平成27～30年度

決算額（実績）
平成29年度

市の試算
平成31～34年度

年間 21,000,000円
年間 6,723,000円

年度 入館者数 入館料
修正可決に伴い、
議案99号「指定管理者の指定について
（平戸オランダ商館1639年築造倉庫）」否 

決

委員会での審査内容は５ページをご覧ください。

　地域において、相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市（佐世保市）が近隣の市町と連携し、
コンパクト化とネットワーク化により、人口減少・少子高齢社会においても一定の圏域人口を有し活
力ある社会経済を維持していくことを目的とします。

連携中枢都市圏に何が求められているのか
①圏域全体の経済成長のけん引
　地域資源を活用した地域経済の裾野拡大など

②高次の都市機能の集積・強化
　高度な医療サービスの提供、高等教育・研究開発の環境整備など

③圏域全体の生活関連機能サービスの向上
　生活機能、結びつきやネットワーク、圏域マネジメント能
力の強化など

西九州させぼ広域都市圏の構成団体

都市圏形成に係る主な連携事業
①広域連携による周遊観光の推進
　科学的なアプローチと専門人材
投入による現状分析、圏域内の周
遊観光の推進など。

②地域医療の確保に関する取り組み
　一次・二次救急医療体制を守る
ための取り組みについて検討を行
い、普及啓発も併せて実施。

③災害時における相互応援体制の確立
　食料、飲料水及び生活必需品提
供、災害応急措置に必要な職員派
遣、広域における避難所開設な
ど。

④移民・定住連携窓口の広域圏活用
　移住相談受付、移住定住イベン
トの共同実施など。

●　連携中枢都市圏形成のための手続き
連携中枢
都市宣言

連携協約
の締結

都市圏ビジョン
の策定・公表

今後も各事業の詳細や予算、事業の必要性について具体的な説明を求めていきます！
委員会での審査内容は４ページをご覧ください。

委員会での意見 「冷房設備対応臨時特例交付金」は平成30年
度限定の特例措置！

佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、
川棚町、波佐見町、小値賀町、新上五島町
伊万里市、有田町   

474,279人
（長崎県398,893人、佐賀県75,386人）

長崎県

佐賀県
西九州させぼ広域
都市圏内人口
（H27国調人口）

　入館者を増やそうという努力する姿勢・意気込みが感じられない現状で、指定管理料の増額を
認めることは到底できず、市に対し、運営の在り方、施設の在り方を十分検討するよう厳しく申
し添え、平戸オランダ商館の指定管理に係る債務負担行為補正を削除した修正案を全会一致で可
決しました。

算

※債務負担行為とは
　通常の歳出予算、継続費、繰越
明許費などの他に、将来、地方公
共団体が経費を負担すべきものに
ついて、あらかじめその内容を定
めておくもの。

2
とかいせんとかいせん
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5,200万円程度
市の負担額が軽減

市の回答

修正可
決



Ａ
　

大
島
診
療
所
職
員
が
１
人
退
職

し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
職
員

の
補
充
は
で
き
て
い
る
の
か
。

募
集
を
し
た
が
、
ま
だ
、
応
募

が
な
い
。
11
月
に
追
加
募
集
を

行
い
、
そ
の
際
は
准
看
護
師
ま
で
枠

を
広
げ
た
。
そ
の
ほ
か
、
大
島
出
身

者
な
ど
で
働
け
る
人
が
い
な
い
か
を

当
た
っ
て
い
る
。

【
市
民
生
活
部
健
康
ほ
け
ん
課
】

委
員
会
で
の
意
見

　

採
用
に
関
す
る
厳
し
い
状
況
は
理

解
で
き
る
し
、
併
せ
て
、
今
後
の
直

営
診
療
所
の
安
定
運
営
の
た
め
の
検

討
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
解
決
で
き
る
よ
う
な
論
議
を
行

う
よ
う
に
。

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
な
ど
の

た
め
、
相
互
に
連
携
す
る
取
り
組

み
、
役
割
分
担
に
要
す
る
本
市
の
費
用

負
担
は
１
，
５
０
０
万
円
が
上
限

で
間
違
い
な
い
か
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
そ
の

と
お
り
で
あ
る
。
連
携
事
業

に
関
す
る
も
の
は
特
別
交
付
税
と

し
て
計
上
し
て
い
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
特
別
交
付
税

な
の
で
、
費
用
負
担
分
が
１
０
０

％
算
定
さ
れ
る
か
ま
で
は
分
か
ら

な
い
。提

出
さ
れ
た
資
料
の
中
に
「
高

次
の
都
市
機
能
の
集
積
・
強

化
」
と
し
て
、  

①
ク
ル
ー
ズ
船
入
港

体
制
整
備
、  

②
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト

誘
致
推
進
、  

③
名
切
地
区
再
整
備
、

④
俵
ヶ
浦
半
島
開
発
と
い
う
連
携
事

業
名
が
記
載
さ
れ
、
平
戸
市
を
含
め

た
10
の
市
町
が
佐
世
保
市
と
一
緒
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
れ
も
直
接
的
に
関
わ
ら
な
い
の
で

は
な
い
の
か
。

佐
世
保
市
と
し
て
は
、
中
核

市
と
し
て
圏
域
全
体
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
重
点
項
目
と
し

て
以
上
の
４
つ
を
取
り
上
げ
て
い

る
が
、
平
戸
市
を
含
む
連
携
予
定

市
町
の
経
費
負
担
は
生
じ
な
い
。

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
推
進

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
６
月
定

例
会
の
一
般
質
問
の
中
で
、
市
長
の

見
解
と
し
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

実
施
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
も
あ
っ
て
、
反
対
す
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
議
会
と
し
て
の
考
え
は
出
し

て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
協
約
締
結
に

向
け
た
経
過
説
明
や
連
携
を
生
か
し

た
戦
略
に
つ
い
て
の
論
議
が
十
分
行
わ

れ
ず
、
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題

で
は
な
い
の
か
。

連
携
事
業
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

各
課
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会

議
の
中
で
協
議
し
、
連
携
で
き
る
も

の
と
し
て
事
業
が
ま
と
め
上
げ
ら
れ

た
。
た
だ
し
、
平
戸
市
と
し
て
関
わ

っ
て
い
く
の
が
、
い
か
が
な
も
の
か

と
い
う
事
業
も
あ
る
と
指
摘
を
受
け

た
の
で
、
協
約
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

に
整
理
し
、
整
理
し
た
点
に
つ
い
て

も
早
期
に
議
会
に
報
告
し
た
い
。
ま

た
、
議
会
が
こ
の
連
携
協
約
に
ど
う

関
与
で
き
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
も
、
担
当
者
会
議
の
中
で
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
。

【
財
務
部
企
画
財
政
課
】

委
員
会
で
の
意
見

　

現
時
点
で
個
別
案
件
に
課
題
が
あ

る
と
し
て
も
、
佐
世
保
市
を
中
心
と

し
た
関
係
市
町
が
連
携
し
、
活
力
あ

る
社
会
経
済
を
維
持
し
て
い
く
と
い

う
大
き
な
目
的
は
理
解
す
る
。
た
だ

し
、
関
係
市
町
と
の
対
等
な
関
係
性

は
堅
持
し
て
い
く
よ
う
に
。

公
衆
ト
イ
レ
は
、
瀬
戸
市
場
の

敷
地
内
に
あ
る
が
、
指
定
管
理

料
に
含
ん
で
い
る
の
は
お
か
し
い
。
市

の
負
担
は
必
要
な
の
か
。
ま
た
、
収
益

も
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
家
賃
を

支
払
っ
て
も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

ト
イ
レ
は
公
衆
ト
イ
レ
で
あ
り
、

買
い
物
客
や
魚
市
関
係
者
、
地

域
住
民
な
ど
も
利
用
し
て
い
る
。
利

益
が
出
た
場
合
、
ま
ず
組
合
員
へ
の

還
元
を
第
一
と
し
、
次
に
将
来
の
設

備
改
修
の
た
め
の
積
立
と
考
え
て
い

る
が
、
平
成
31
年
度
か
ら
利
益
の
一

部
を
市
に
還
元
し
た
い
と
の
意
向
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
文
化
観
光
商
工
部
商
工
物
産
課
】

　

平
成
30
年
度
平
戸
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

●
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支

　

援
事
業

共
済
加
入
の
有
無
に
よ
り
補
助

率
が
違
う
が
、
共
済
加
入
の
推

進
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

本
来
、
共
済
の
加
入
は
、
農
業

共
済
組
合
や
農
協
が
中
心
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
る
。
現
在
は
、
補

助
事
業
で
ハ
ウ
ス
を
整
備
す
る
と
き

は
、
園
芸
施
設
共
済
等
へ
の
加
入
が

条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
ハ
ウ
ス
を
整
備
す
る
農
業
者
に

は
、
県
や
市
に
お
い
て
も
、
事
業
実

施
に
際
し
、
園
芸
施
設
共
済
等
へ
の

加
入
を
推
進
し
て
い
る
。

【
農
林
水
産
部
農
林
課
】

●（
仮
称
）
戸
石
川
公
園
整
備
事
業

危
険
な
遊
具
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
長
持

ち
し
不
具
合
が
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
よ
う
に
。

遊
具
は
安
全
性
が
一
番
大
事
で

あ
り
、
整
備
後
も
安
全
面
を
第

一
に
管
理
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

【
建
設
部
都
市
計
画
課
】

●
特
別
支
援
学
校
分
教
室
開
設
準
備

　

事
業実

施
設
計
、
改
修
工
事
の
予

算
は
、
全
て
平
戸
市
が
負
担

す
る
の
か
。

分
教
室
と
し
て
使
用
す
る
教

室
を
空
け
る
た
め
の
費
用
は
、

平
戸
市
が
負
担
し
、
そ
の
後
の
工

事
費
用
は
、
県
が
負
担
す
る
。

こ
の
特
別
支
援
学
校
に
は
、
松

浦
市
や
佐
世
保
市
江
迎
町
な

ど
か
ら
通
う
児
童
・
生
徒
も
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
一
部
費
用
負
担
を
求

め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
松
浦
市
な
ど
と
も
協

議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
・
学
校

教
育
課
】

●
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
指
定
管
理
料

平
成
28
年
度
に
指
定
管
理
料

を
増
額
補
正
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
平
成
29
年
度
に
は
４
４
３

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
運
営
を
し
て
き
た
の
か
。

平
成
27
年
度
は
１
８
８
万
の

赤
字
、
平
成
28
年
度
は
４
５

０
万
円
の
補
正
を
し
て
い
た
だ
い

た
た
め
59
万
５
千
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
に
つ
い

て
は
、
４
４
３
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る
が
指
定
管
理
者
の
自
助
努
力

に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
で
は
厳
し
い
意
見
が

　

仮
に
指
定
管
理
料
を
上
げ
た
と
し

て
も
、
入
館
料
や
物
販
収
入
も
半
減

し
て
い
る
中
で
赤
字
解
消
が
で
き
る
の

か
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
入
館
者
数
が
落

ち
込
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観

光
と
連
携
し
入
館
者
数
増
に
繋
げ
る

手
立
て
が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
料
を
増
や
す
だ
け
で
、
運

営
の
在
り
方
や
施
設
そ
の
も
の
の
在

り
方
な
ど
十
分
な
検
討
も
さ
れ
な
い

ま
ま
で
は
、
今
後
４
年
間
の
指
定
管

理
を
認
め
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま
え

修
正
案
提
出

　
「
第
３
表
債
務
負
担
行
為
補
正
」

の
う
ち
、
文
化
観
光
商
工
部
文
化
交

流
課
所
管
分
の
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商

館
指
定
管
理
料
」
の
部
分
を
削
除
す

る
。

理
由

　

入
場
者
数
の
減
少
が
続
く
中
で
、

入
館
料
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
指

定
管
理
料
は
増
額
が
続
い
て
お
り
、

抜
本
的
な
経
営
改
善
の
時
期
に
来
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何
ら
改
善
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
十
分
な
検

討
が
な
い
ま
ま
指
定
管
理
料
の
増
額

を
見
込
ん
だ
債
務
負
担
行
為
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
認
め
難
い
。
し
た
が
っ

て
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
指
定
管
理

料
の
債
務
負
担
行
為
補
正
は
認
め
ら

れ
な
い
。

全
会
一
致
で
修
正
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定

こ
れ
に
伴
い

　

議
案
第
99
号
「
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
１

６
３
９
年
築
造
倉
庫
）」
に
つ
い
て
は
、

本
件
の
前
提
と
な
る
「
議
案
第
93
号

平
成
30
年
度
平
戸
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）」
の
債
務
負
担
行

為
補
正
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

全
会
一
致
で
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

経
営
改
善
に
向
け
た
委
員
会
か
ら
の

要
望

　

今
回
の
問
題
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
に
限
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
市
の

今
後
の
指
定
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
観
光
施
設
、
歴
史
・
文
化
施
設

等
の
明
確
な
位
置
付
け
と
運
営
方
法

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
行
政
が
指

定
管
理
者
と
一
体
と
な
っ
て
、
施
設
の

経
営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

　

【
文
化
観
光
商
工
部
文
化
交
流
課
】

大し
Q

圏た
Q

遊あ

Ａ

分室

Ａ
今議

Ａ
平赤

Ａ
費と

Ａ
佐市

Ａ

危っ
Q

実算
Q

こ浦
Q

平を
Q

連各

Ａ

ト買

Ａ
本共

Ａ

提次
Q

統に
Q

公敷
Q

共率
Q

総
務
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
文
教
委
員
会

佐
世
保
市
及
び
平
戸
市
に
お
け

る
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係

る
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て
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成
果
を
高
め
る
努
力
を

　
『
地
籍
調
査
事
業
』
に
関
し
、
平

成
29
年
度
ま
で
の
事
業
進
捗
率
は

9.9
％
で
、
事
業
完
了
ま
で
に
約
50

年
か
か
る
予
定
。
地
主
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
現
地

立
会
調
査
な
ど
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
計
画
通
り
に

事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
成
果

を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
く
よ

う
に
。

的
確
に
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

　
『
公
営
住
宅
整
備
事
業
』
に
関

し
、人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、

計
画
通
り
公
営
住
宅
の
建
て
替
え

は
必
要
か
。
ま
た
、
政
策
的
空
き

家
（
解
体
を
予
定
し
、
入
居
募
集

を
停
止
し
て
い
る
住
宅
）
の
中
に

は
、
草
が
生
い
茂
り
、
危
険
家
屋

的
要
素
が
あ
る
住
宅
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
空
き
家
は
早
急
に
解
体
す
る

の
か
。

　
　

建
て
替
え
は
、
現
在
解
体
を

予
定
し
て
い
る
住
宅
の
入
居
者
の

転
居
先
や
新
し
い
住
宅
に
住
み
た

い
と
い
う
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
必
要
。
今
後
も
平
戸

市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、適
切
に
整
備
し
て
い
く
。

政
策
的
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
目

途
を
立
て
て
ま
と
め
て
解
体
す
る

予
定
。

平
準
化
へ
の
適
切
な
取
り
組
み
を

　
『
自
然
公
園
管
理
運
営
事
業
』
に

関
し
、
以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る

土
地
借
上
料
の
平
準
化
が
い
ま
だ

実
行
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

関
係
者
と
接
触
す
る
な
ど
具

体
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
く
。

訓
練
出
動
率
の
向
上
を

　
『
消
防
団
活
動
事
業
』
に
関
し
、

各
地
区
の
訓
練
出
動
率
が
、
高
い

と
こ
ろ
で
は
86
・
56
％
、
低
い
と

こ
ろ
で
は
42
・
86
％
と
差
が
出
て

い
る
。
改
善
策
を
提
起
し
て
い
く

よ
う
に
。

　
　

早
朝
に
訓
練
を
し
た
と
こ
ろ

で
は
出
動
率
が
上
が
っ
た
と
い
う

実
績
も
あ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
報
告
を
分
団
長
会
議
で
示

し
、
全
地
区
の
出
動
率
が
向
上
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

成
果
の
向
上
と
費
用
軽
減
を

　
『
平
戸
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
整

備
事
業
』
に
関
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
一
台
当
た
り
の
単
価
が

高
い
。
県
下
の
他
市
町
の
学
校
と

十
分
な
比
較
検
討
が
な
さ
れ
た
の

か
。

　
　

子
ど
も
達
と
と
も
に
双
方
向

の
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効

果
的
な
授
業
に
改
善
し
た
い
と
い

う
の
が
第
一
に
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
検

討
委
員
会
等
で
検
証
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
今
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
購
入
と
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
か
か
る
総

経
費
の
見
込
み
は
。

　
　

平
成
35
年
度
ま
で
の
実
施
計

画
上
の
費
用
と
し
て
教
師
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
、児
童
・
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
授
業
支
援
ソ
フ
ト
等
の
購
入
費

用
と
し
て
約
１
億
９
千
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
保
守

料
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
工
事
費
が
必
要
と
な

る
。

　

機
器
等
の
整
備
に
は
多
額
の
経

費
を
要
し
、
将
来
の
更
新
費
用
等

の
負
担
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
来

年
度
以
降
機
器
を
購
入
す
る
際
は
、

機
種
選
定
な
ど
を
含
め
、
経
費
軽

減
に
努
め
る
よ
う
に
。　

　
　

構
成
や
保
守
契
約
の
在
り
方

の
見
直
し
の
検
討
に
よ
り
、
経
費

削
減
に
つ
な
げ
た
い
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て
」
に
関
し
、
被
保
険
者
数

６
，８
２
３
人
に
対
し
１
人
当
た
り

91
万
８
，１
７
６
円
の
医
療
費
が

か
か
っ
て
い
る
。
医
療
を
受
け
て

い
る
後
期
高
齢
者
の
情
報
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
他
事
業
な
ど
と
も

連
携
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」

に
関
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
平
成
37
年
に
介
護
施
設
が
不

足
し
な
い
の
か
。

　
　

高
齢
者
は
今
後
減
少
し
て
い

く
見
込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
住
民

主
体
の
通
い
の
場
の
拡
充
な
ど
、

介
護
予
防
の
推
進
に
よ
り
、
今
の

施
設
数
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

な
人
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
併

せ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
介
護
職
の

人
材
確
保
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

適
切
な
施
設
の
維
持
管
理
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
」
に
関
し
、
今
後
ど
の

よ
う
な
改
修
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
機
能
診
断
調

査
を
行
い
、
現
在
、
最
適
整
備
構

想
を
策
定
中
で
、
今
後
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
計
画
中
。

　

今
後
、
加
入
世
帯
数
は
ど
う
推

移
し
て
い
く
見
込
み
か
。

　
　

現
在
、
対
象
地
域
の
77
戸
中

47
戸
が
加
入
し
て
い
る
が
、
今
後

は
加
入
世
帯
の
減
少
が
想
定
さ
れ

る
。
最
適
整
備
構
想
の
策
定
と
合

わ
せ
、
農
業
集
落
排
水
事
業
を
今

の
ま
ま
維
持
す
る
か
、
合
併
浄
化

槽
に
変
更
す
る
か
、
効
果
を
比
較

で
き
る
よ
う
に
し
て
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
医
師
確
保
に
努
力
を

　
「
平
成
29
年
度
平
戸
市
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
に
関

し
、
本
市
の
両
市
立
病
院
は
深
刻

な
医
師
不
足
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
今
後

も
医
師
確
保
に
努
め
る
よ
う
に
。

　

ま
と
め
に
、
本
格
的
に
動
き
出

し
た
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤（
第

２
次
平
戸
市
総
合
計
画
）
を
確
実

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
自
主
財

源
の
確
保
、
起
債
の
抑
制
、
経
常

経
費
の
節
減
な
ど
常
に
行
財
政
改

革
の
意
識
が
必
要
。
そ
の
上
で
、

『
夢
あ
ふ
れ
る　
未
来
の
ま
ち　
平

戸
』
実
現
の
た
め
に
指
摘
事
項
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
次
年
度
以
降

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
」
応
援
基
金

に
頼
っ
た
予
算
編
成
の
見
直
し
を

　
「『
や
ら
ん
ば
！
平
戸
』
応
援
寄

附
金
」
に
関
し
、
寄
附
金
が
前
年

度
と
比
較
し
て
約
５
億
８
千
万
円

減
少
し
て
い
る
。「
や
ら
ん
ば
！

平
戸
」
応
援
基
金
に
頼
っ
た
予
算

編
成
を
見
直
し
、
各
事
業
の
在
り

方
を
再
考
す
る
よ
う
に
。

　
　

市
政
浮
揚
の
た
め
に
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
た
い
。

避
難
指
示
の
在
り
方
の
検
討
を

　
『
災
害
対
策
事
務
経
費
』
に
関
し
、

警
報
が
出
て
い
な
い
段
階
で
の
避

難
指
示
の
在
り
方
を
整
理
す
べ
き
。

　
　

避
難
指
示
を
出
す
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
に
つ
い
て
、
適
宜
修
正
を

加
え
な
が
ら
状
況
に
応
じ
た
判
断

や
体
制
等
を
整
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

進
捗
管
理
の
在
り
方
の
検
討
を

　
『
行
政
改
革
事
務
経
費
』
に
関

し
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

が
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
進
捗
管

理
の
状
況
が
見
え
な
い
。
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
部
署
の
在
り
方
を
真

剣
に
検
討
す
る
よ
う
に
。

　
　

よ
り
具
体
的
に
市
有
財
産
の

総
合
的
・
一
元
的
管
理
を
図
り
、

効
果
的
で
戦
略
的
な
利
活
用
等
を

推
進
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
い
。

路
線
バ
ス
の
運
行
状
況
の
検
討
を

　
『
路
線
バ
ス
維
持
対
策
事
業
』
に

関
し
、
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

運
行
や
路
線
の
改
編
、
ま
た
、
中

南
部
地
区
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
も
運

行
方
法
の
在
り
方
を
検
討
す
る
よ

う
に
。

　
　

現
在
、
路
線
改
編
も
含
め
、

市
内
全
域
の
交
通
体
系
の
見
直
し

を
図
り
、
愛
の
り
交
通
活
性
化
委

員
会
か
ら
意
見
を
も
ら
っ
て
い

る
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
予
約
制

の
運
行
方
式
な
ど
を
含
め
検
討
し

て
い
き
た
い
。

連
携
強
化
と
空
き
家
の
活
用
を

　
『
ワ
ン
コ
イ
ン
ま
ご
こ
ろ
サ
ー

ビ
ス
事
業
』
に
関
し
、
仕
事
を
頼

み
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議

会
と
も
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
を
増
や
す
た
め
に
、
各

地
に
あ
る
空
き
家
を
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
る

よ
う
に
。

個
々
人
に
応
じ
た
支
援
の
充
実
を

　
『
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
』

に
関
し
、
就
労
支
援
希
望
者
の
う

ち
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

か
。

　
　

福
祉
的
就
労
を
支
援
す
る
な

ど
個
々
人
に
応
じ
た
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
し
か
し
、
就
労
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
生
活
保

護
や
他
制
度
で
活
用
で
き
る
支
援

が
な
い
か
検
討
し
、支
援
し
て
い
る
。

各
団
体
と
協
力
し
受
診
率
向
上
を

　
『
が
ん
検
診
事
業
』
に
関
し
、

が
ん
は
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
重
要
。
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
ま
ち

づ
く
り
運
営
協
議
会
と
も
連
携
し
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
に
。

市
民
の
安
全
を
守
る
取
り
組
み
を

　
『
海
岸
漂
着
物
地
域
対
策
推
進

事
業
』
に
関
し
、
何
年
も
ご
み
が

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
の

で
、
現
地
を
確
認
し
、
対
応
す
る

よ
う
に
。
ま
た
、
外
国
製
の
ポ
リ

缶
や
注
射
針
な
ど
の
危
険
物
が
数

多
く
漂
着
し
て
い
る
現
状
を
訴
え
、

補
助
金
の
継
続
と
補
助
率
の
ア
ッ

プ
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
。ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
、
効
果
的
な
事
業
推
進
に
努

め
る
よ
う
に
。

安
全
対
策
と
格
差
解
消
を

　
『
イ
ノ
シ
シ
被
害
ま
ち
な
か
対

策
事
業
』
に
関
し
、
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
、
よ

り
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
む
よ

う
に
。

　
　

猟
友
会
と
も
協
力
し
、
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
や
防
御
・
棲
み
分
け

対
策
に
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
。

ま
た
、
先
進
事
例
を
研
究
し
、
よ

り
効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
『
土
地
改
良
推
進
事
業
』
に
関

し
、
土
地
改
良
区
に
対
す
る
運
営

費
の
助
成
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
っ

て
差
異
が
あ
り
、
い
ま
だ
統
一
さ

れ
て
い
な
い
。
全
市
的
に
均
衡
が

と
れ
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
に
。

　
　

ま
ず
は
、
旧
平
戸
市
内
の
４

つ
の
土
地
改
良
区
に
対
し
、
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
予
定
。
ま
た
、
地
域
間
の
格
差

解
消
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
も
踏
ま
え
、
調
整
し
て
い
き

た
い
。
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専決処分の報告について
　
平成29年度平戸市一般会計決算認定について
平成29年度平戸市国民健康保険特別会計決算認定について
平成29年度平戸市後期高齢者医療特別会計決算認定について
平成29年度平戸市介護保険特別会計決算認定について
平成29年度平戸市農業集落排水事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市宅地開発事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市電気事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市駐車場事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市工業団地事業特別会計決算認定について
平成29年度平戸市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成29年度平戸市病院事業会計決算認定について
平成29年度平戸市交通船事業会計決算認定について
平戸市議会議員及び平戸市長の選挙における選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラ及び選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一部改正について
平戸市公平委員会設置条例の廃止について
平戸市市営交通船船客待合所設置条例の一部改正について
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第４号）
平成30年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成30年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計補正予算（第１号）
平成30年度平戸市水道事業会計補正予算（第２号）
指定管理者の指定について（※飯盛漁港フェリー待合所）
指定管理者の指定について（※あづち大島いさりびの里）
指定管理者の指定について（※平戸オランダ商館1639年築造倉庫）
指定管理者の指定について（※田平港シーサイドエリア荷捌施設）
指定管理者の指定について（※田平港シーサイドエリア活性化施設）
佐世保市及び平戸市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結に関する協議について
北松北部環境組合規約の一部変更について
公平委員会を共同設置する地方公共団体への加入について
業務委託契約の変更について
平戸市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について
平戸市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
平戸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について
平戸市長、副市長及び教育長の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
平成30年度平戸市一般会計補正予算（第５号）
平成30年度平戸市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
平成30年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第２号）
平成30年度平戸市水道事業会計補正予算（第３号）
平成30年度平戸市病院事業会計補正予算（第２号）
平成30年度平戸市交通船事業会計補正予算（第２号）
市有財産の無償譲渡について
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平戸市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正について
平戸市長、副市長及び教育長の給与及び旅費に関
する条例の一部改正について
平成 30年度平戸市一般会計補正予算（第５号）

108

109

110

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ● ○● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ● ○● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ● ○● ○

　賛否が分かれたが、可決された案件

議案名

議員氏名
（議席番号順） 反

対‥
賛
成

採
択
結
果

可決

可決

可決

○は賛成　●は反対　　議長は、可否同数の時以外、採決に加わらない。

15：２

15：２

15：２

視 察 報 告

総
務
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
文
教
委
員
会

●
視
察
目
的

　

災
害
時
に
お
け
る
行
政
・
議
会

の
行
動
指
針
に
つ
い
て

●
主
な
視
察
内
容

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を

語
り
継
ぎ
、
教
訓
を
未
来
に
生
か

す
た
め
に
作
ら
れ
た
同
施
設
に
お

い
て
、
震
災
の
教
訓
と
そ
れ
を
踏

ま
え
た
防
災
対
策
の
強
化
、
教
訓

を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
研
修
に
よ

る
人
材
育
成
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続

計
画
）
の
策
定
に
つ
い
て
研
修
し

た
。

●
視
察
目
的

　

公
共
施
設
管
理
の
包
括
委
託
に

つ
い
て

●
主
な
視
察
内
容

　

公
共
施
設
管
理
の
包
括
委
託
を

行
う
に
至
っ
た
経
緯
や
経
過
、
業

務
内
容
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

導
入
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
、
業
務
量

（
契
約
事
務
、
修
繕
対
応
な
ど
）

の
軽
減
と
修
繕
費
用
の
平
準
化
な

ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
導
入
ま

で
の
注
意
点
、
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。

　
●
視
察
目
的

　

日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
に
つ

い
て

●
主
な
視
察
内
容

　
「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」

を
掲
げ
、
子
育
て
世
代
の
転
入
や

子
ど
も
の
増
加
な
ど
の
成
果
を
収

め
て
い
る
同
町
に
て
、
主
要
施
策

で
あ
る
攻
め
と
守
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
攻
め
：
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
、

守
り
：
子
育
て
支
援
と
移
住
者
ケ

ア
）、
子
育
て
支
援
の
目
玉
施
策
、

次
な
る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
研

修
し
た
。

●
視
察
目
的

　

地
域
特
産
品
の
生
産
・
販
売
に

よ
る
農
家
所
得
向
上
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

●
主
な
視
察
内
容

　

同
施
設
は
、
農
家
所
得
向
上
の

た
め
、「
足
り
な
い
物
は
、
地
域

で
作
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
会
員

に
栽
培
指
導
を
行
い
、
新
た
な
野

菜
作
り
や
品
質
向
上
を
進
め
、
現

在
は
、
３
５
１
品
目
の
東
近
江
ブ

ラ
ン
ド
の
農
作
物
の
販
売
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
会
員
は
品
目
ご
と

の
部
会
に
所
属
し
、
各
部
会
で
研

修
や
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
、
栽
培

履
歴
提
出
の
義
務
付
け
や
商
品
の

安
全
・
品
質
管
理
を
徹
底
。
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
よ
り
会
員
１
人
当

た
り
の
年
間
売
り
上
げ
は
２
０
０

万
円
を
超
え
、
会
員
農
家
の
収
入

が
大
き
く
向
上
。
今
回
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
研
修
し
た
。

　

長
浜
市
役
所

●
視
察
目
的

　

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
（
稼
げ
る
観
光
へ
の

転
換
）

●
主
な
視
察
内
容

　

同
市
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
や
商
店
街
の
景
観
整
備
、

黒
壁
ガ
ラ
ス
館
の
オ
ー
プ
ン
に
よ

り
、
10
年
余
り
で
、
日
本
有
数
の

観
光
都
市
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
、
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
で
、
観
光
消
費
額
が
伸
び

悩
ん
で
い
た
た
め
、
平
成
28
年
度

に
「
長
浜
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
。
今
回
は
、
稼
げ
る

観
光
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
３

つ
の
視
点
①
消
費
を
喚
起
す
る
仕

組
み
づ
く
り
の
推
進
、
②
顧
客

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
受
け
入
れ
態
勢

と
情
報
発
信
の
強
化
、
③
観
光
推

進
力
の
強
化
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

廿
日
市
市
役
所

道
の
駅
あ
い
と
う
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▲人と防災未来センターにて

▲長浜市役所にて



Q　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
国
保
の

県
単
位
化
の
現
状
は
。

A　
市
長

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
急
速
な
高
齢

化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
医

療
費
は
年
々
増
加
。
市
町
村
の
格
差
も
大

き
い
こ
と
か
ら
国
の
国
保
に
対
す
る
財
政

支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め
都
道
府
県
単
位

化
が
ス
タ
ー
ト
。
国
保
財
政
の
出
と
入
り

を
県
が
管
理
す
る
。

Q　
医
療
費
は
県
が
支
払
う
こ
と
と
な
る

が
、
県
に
収
め
る
納
付
金
（
保
険
税
）
が

収
納
率
の
低
下
、
医
療
費
の
高
騰
な
ど
に

よ
り
不
足
し
た
場
合
の
対
処
法
は
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

県
に
財
政
安
定
化
基
金
が
設
置
さ
れ
て

お
り
市
町
が
借
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
年
度
の
県
に
収
め
る
納
付
金
は
８

億
２
，
４
６
０
万
円
。

Q　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
均
等
割

り
の
未
就
学
児
に
対
す
る
減
免
の
考
え
は
。

A　
市
長

　

条
例
の
規
定
を
す
れ
ば
可
能
で
は
あ
る

が
、
一
般
財
源
の
負
担
、
被
保
険
者
の
均

等
割
り
の
増
な
ど
減
免
は
難
し
い
。

Q　
離
島
に
お
い
て
は
十
分
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
７
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
度
島

に
小
規
模
多
機
能
型
の
施
設
整
備
の
計
画

が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

A　
福
祉
部
長

　

民
営
に
よ
る
入
浴
可
能
な
通
所
介
護
事

業
所
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢

者
の
一
時
宿
泊
可
能
な
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
か
ら
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
一
時
先

送
り
し
て
い
る
。

Q　
年
々
増
加
す
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

に
は
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図
ら
な
け
れ

ば
と
考
え
る
が
、
特
定
検
診
や
個
別
検
診

で
あ
る
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
率

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

特
定
検
診
受
診
率
は
56
・
７
％
で
県
内

２
位
で
あ
る
。
個
別
検
診
の
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
も
増
加
し
て
い

る
が
、
目
標
に
達
成
し
て
い
な
い
。
今
後

と
も
保
健
事
業
を
推
進
す
る
。

A　
市
長

　

受
診
率
の
数
値
を
地
域
で
競
い
合
う
機

運
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
良
い
。
健
康
な
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
を
支
え
、
そ
し
て
、
健
康
な
ま

ち
、
明
る
い
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
住
ん
で

み
た
く
な
る
ま
ち
と
な
り
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

●
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
者
制
度
の
現
状
は

●
特
別
支
援
学
校
北
松
分
教
室
開
設
準
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
平
成
33
年
度
に
佐
世
保
特
別
支
援
学

校
北
松
分
教
室
小
中
等
部
が
本
市
に
設
置

さ
れ
る
予
定
だ
が
、
開
校
に
向
け
た
取
り

組
み
の
現
状
と
諸
問
題
は
。

A　
教
育
次
長

　

田
平
中
学
校
の
特
別
教
室
棟
の
１
階
全

て
と
２
階
の
一
部
を
特
別
支
援
学
校
の
施

設
と
し
て
活
用
す
る
。
今
年
度
は
、
特
別

教
室
棟
の
理
科
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
家
庭

科
室
の
撤
去
お
よ
び
移
設
工
事
の
実
施
設

計
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に
は
実
施
設
計

を
基
に
特
別
教
室
の
撤
去
お
よ
び
移
設
工

事
を
行
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
市
の
事
業
と
し
て
行
い
、

そ
の
後
、
県
の
事
業
と
し
て
平
成
32
年
度

に
特
別
支
援
学
校
の
教
室
棟
の
施
設
整
備

の
た
め
の
改
修
工
事
を
行
い
、
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
、
平
成
33
年
度
に
開
設
予
定
。

Q　
対
象
者
の
人
数
は
。
ま
た
、
障
害
の

あ
る
人
全
て
が
利
用
で
き
る
か
。

A　
教
育
次
長

　

小
学
校
の
特
別
支
援
学
級
と
特
別
支
援

学
校
小
学
部
に
在
籍
す
る
児
童
の
保
護
者
、

療
育
手
帳
・
障
害
者
手
帳
を
持
つ
未
就
学

児
の
保
護
者
、
平
戸
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

に
通
う
未
就
学
児
の
保
護
者
83
人
（
平
戸

48
人
、
松
浦
35
人
）
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。

　

65
人
（
平
戸
44
人
、
松
浦
21
人
）
か
ら

回
答
を
得
て
、
回
収
率
78
％
。
う
ち
利
用

希
望
者
が
32
人
（
平
戸
21
人
、
松
浦
11
人
）

で
あ
っ
た
た
め
、
11
学
級
が
必
要
。

Q　
11
学
級
で
対
応
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

対
象
者
は
知
的
障
害
者
の
み
か
。
肢
体
不

自
由
者
も
対
象
と
な
る
か
。

A　
教
育
次
長

　

対
象
者
は
、
知
的
障
害
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
が
基
本
。
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、

肢
体
不
自
由
な
ど
の
人
は
、
知
的
と
重
複

し
た
障
害
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た

め
、
重
複
で
な
い
人
は
、
現
状
ど
お
り
佐

世
保
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
と
な
る
。

　

な
お
、
特
別
支
援
学
級
１
学
級
当
た
り

の
定
数
は
６
人
、
重
複
学
級
は
３
人
。
対

象
が
小
学
部
19
人
、
中
学
部
13
人
で
、
小

学
部
が
７
学
級
、
中
学
部
が
４
学
級
の
予

定
で
あ
る
。

Q　
こ
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

本
市
と
松
浦
市
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

A　
教
育
長

　

今
後
、
松
浦
市
と
施
設
整
備
の
経
費
負

担
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
を
協
議
検

討
し
、
事
業
推
進
を
図
る
。

●
市
民
の
「
食
の
安
全
」
を
求
め
、
種
子
法
廃
止
の
影
響
は

●
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
対
応
は

　
　
　

Q　
種
子
法
は
、
昭
和
22
年
に
施
行
、
本

法
に
よ
っ
て
、
各
都
道
府
県
は
農
業
試
験

場
で
、土
地
気
候
に
適
し
た
優
良
品
種
（
主

に
米
、
麦
、
大
豆
）
を
開
発
し
て
き
た
。

特
に
米
は
１
０
０
％
遺
伝
子
組
み
換
え
で

な
い
お
い
し
い
米
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

と
こ
ろ
が
法
の
廃
止
で
、
日
本
の
大
手

企
業
や
多
国
籍
企
業
が
独
占
参
入
す
る
道

を
開
き
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
や
農
薬

を
多
用
す
る
農
業
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
市
民
の
食
の
安
全
性
が

脅
か
さ
れ
、
日
本
の
稲
作
文
化
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
が
、
国
民
（
市
民
）
に
は
、
こ

の
情
報
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

A　
市
長

　

当
面
、
種
子
の
生
産
供
給
体
制
は
維
持

さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

廃
止
法
案
が
成
立
す
る
と
き
、
財
源
確

保
や
種
子
の
国
外
流
出
防
止
な
ど
に
努
め

る
付
帯
決
議
が
さ
れ
て
い
る
。

　

確
か
に
報
道
等
で
種
子
法
の
廃
止
に
伴

う
懸
念
と
し
て
、
種
子
の
品
質
や
多
様
性

の
保
持
、
安
定
的
な
価
格
で
の
供
給
の
担

保
、
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
意
見
が
出

て
い
る
。

Q　
付
帯
決
議
に
は
予
算
的
根
拠
が
な
い
。

米
国
で
は
、
化
学
肥
料
、
農
薬
多
用
、
遺

伝
子
組
み
換
え
農
作
物
の
普
及
と
並
行
し
、

子
ど
も
の
発
達
障
害
、
自
閉
症
、
肝
臓
・

腸
な
ど
の
病
気
（
ガ
ン
な
ど
）
が
多
発
し
た
。

　

日
本
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
農
作
物
の

承
認
大
国
（
米
国
１
９
７
種
、
中
国
64
種
、

日
本
３
１
７
種
）
だ
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
使
用
禁
止
し
た
殺
虫
剤

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
残
留
基
準
が
２
千
倍
に

緩
和
。
世
界
の
流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
。

市
民
に
危
険
性
を
周
知
（
講
演
な
ど
）
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

危
機
感
を
捉
え
、
農
業
団
体
を
中
心
に

要
請
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

A　
農
林
水
産
部
長

　

食
育
活
動
を
通
し
啓
発
に
努
め
る
。

Q　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
の
状

況
は
、
現
行
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
最
低

確
保
す
る
こ
と
と
考
え
る
が
。

A　
総
務
部
長

　

今
の
待
遇
を
ア
ッ
プ
し
、
密
度
の
濃
い

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
よ
り
経
済
効
果
の
あ
る
稼
ぐ
観
光
へ
の
転
換

　
　
　

Q　
観
光
、
商
工
、
農
業
、
漁
業
も
含
め

た
ト
ー
タ
ル
産
業
で
あ
る
観
光
産
業
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
問
う
。

A　
市
長

　

観
光
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
生

産
性
の
向
上
や
人
材
育
成
な
ど
、
観
光
産

業
を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
を
図
り
な
が

ら
、
稼
ぐ
観
光
産
業
と
し
て
成
長
さ
せ

る
。

Q　
稼
ぐ
観
光
を
目
指
す
上
で
、
地
元
消

費
は
重
要
で
あ
る
。総
合
計
画
の
目
標
で
は
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
消
費
額
１
２
０
億

円
と
あ
り
、
毎
年
約
４
億
円
の
上
積
み
が

必
要
。
年
間
１
４
０
万
人
の
日
帰
り
客
の

消
費
額
を
１
０
０
円
上
げ
る
短
期
設
定
を

す
る
べ
き
。
小
さ
な
こ
と
だ
が
、
で
き
る

こ
と
か
ら
設
定
し
、
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
考
え
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

提
案
の
と
お
り
、
地
域
経
済
活
性
化
に

有
効
な
手
段
と
捉
え
、
単
価
を
上
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
る
。

Q　
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
記
念
事

業
「
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
」
の
来
場

者
目
標
値
、
実
績
に
つ
い
て
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

来
場
者
目
標
７
万
人
、
実
績
２
万
３
，

０
０
２
人
。

Q　
目
標
値
が
高
す
ぎ
た
。
大
型
の
営
利

を
伴
う
イ
ベ
ン
ト
は
、
自
治
体
主
体
で
は

限
界
が
あ
っ
た
。
大
い
に
反
省
す
る
べ
し
。

そ
の
経
済
効
果
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

直
接
的
経
済
効
果
６
，
３
０
０
万
円
。

市
外
か
ら
の
観
光
客
１
万
４
，
４
２
８
人

の
う
ち
、
20
％
が
１
，
８
５
０
円
の
食
事

な
ど
を
し
て
、
約
６
２
０
万
円
の
効
果
。

Q　
日
帰
り
客
の
食
事
を
し
た
数
値
算
定

の
根
拠
は
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

推
計
の
数
値
で
あ
る
。

Q　
実
勢
に
沿
っ
た
検
証
、
ま
た
、
経
済

効
果
を
出
す
た
め
の
準
備
態
勢
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
来
場
者
か
ら
高
評
価
を
得
た

の
も
事
実
。
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今

後
に
ど
う
生
か
す
か
考
え
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

適
切
な
現
状
分
析
の
も
と
、
事
業
効

果
、
達
成
目
標
を
設
定
、
実
行
性
の
あ
る

計
画
を
立
て
る
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

稼
ぐ
観
光
へ
シ
フ
ト
す
る
た
め
に
、
観
光

業
者
と
連
携
を
図
り
、
観
光
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
。
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Q　
平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
「
平
戸
、
海
の

も
の
が
た
り
」。

　

予
算
は
１
億
２
千
万
で
、
市
の
財
政
か

ら
５
千
万
円
、
残
り
７
千
万
円
を
入
場
料

で
賄
う
計
画
だ
っ
た
。
入
場
料
は
千
円
で
、

入
場
者
数
は
７
万
人
の
予
測
だ
っ
た
。
実

際
に
は
、
い
く
ら
か
か
っ
た
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

概
算
で
、
１
億
５
０
０
万
円
。

Q　
実
際
の
入
場
者
は
２
万
３
千
人
で
、

入
場
料
が
２
千
３
０
０
万
円
。
市
の
財
政

か
ら
の
５
千
万
と
合
わ
せ
て
７
千
３
０
０

万
円
。
１
億
５
０
０
万
円
に
対
し
て
３
千

２
０
０
万
円
の
赤
字
。

　

赤
字
を
埋
め
る
た
め
に
、
３
月
議
会
で

補
正
を
組
む
の
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

そ
の
辺
の
数
字
に
、
落
ち
着
く
と
思
う
。

Q　
市
民
の
間
で
は
、
評
判
が
悪
い
。「
失

敗
し
た
」、「
税
金
の
無
駄
遣
い
」
と
い
う

声
も
聞
く
。
私
も
、
無
謀
な
計
画
だ
っ
た
、

や
は
り
税
金
は
市
民
の
暮
ら
し
の
た
め
に

使
う
べ
き
だ
と
反
省
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
企
画
し
た
側
の
責
任
者
│
│

市
長
と
副
市
長
、
そ
れ
を
認
め
た
市
会
議

員
の
給
与
を
減
額
す
べ
き
だ
。

A　
市
長

　

市
民
の
中
に
は
「
大
変
よ
か
っ
た
」
、

「
次
年
度
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
平
戸
な
ら
で
は
の
魅
力
を

存
分
に
引
き
出
し
た
観
光
、
し
か
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
光
、
音
楽
、
芸
術
性
を
高

め
た
新
し
い
時
代
に
向
け
た
魅
力
の
観
光

戦
略
。
今
回
の
反
省
を
し
っ
か
り
と
踏
ま

え
な
が
ら
、
次
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
。

Q　
私
は
当
選
以
来
、
障
害
の
あ
る
皆
さ

ん
や
、
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

に
届
け
て
き
た
。
市
営
住
宅
に
車
椅
子
で

暮
ら
せ
る
部
屋
を
作
る
こ
と
、
未
来
創
造

館
で
障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
を
雇
用
す
る
こ

と
な
ど
。
市
も
、
そ
の
要
望
に
あ
る
程
度

応
え
て
き
た
。

　

９
月
市
議
会
で
は
、
市
役
所
で
の
障
害

者
雇
用
に
つ
い
て
質
し
た
。
平
戸
市
の
雇
用

率
は
法
定
雇
用
率
2
・
5
％
を
大
き
く
下

回
る
1
・
7
％
。
16
人
の
雇
用
が
必
要
だ
が
、

５
人
不
足
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

A　
総
務
部
長

　

一
人
増
え
て
、
４
人
の
不
足
と
な
っ
て

い
る
。
雇
用
の
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
は
身

体
障
害
者
の
み
だ
っ
た
が
、
知
的
お
よ
び

精
神
に
障
害
が
あ
る
人
に
も
広
げ
る
。

●
平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
失
敗
・
大
赤
字

　
　
　

責
任
を
と
り
、
市
長
・
市
議
は
給
与
の
減
額
を

●
障
害
者
の
雇
用
、
知
的
・
精
神
障
害
の
人
に
も
拡
大
へ

●
観
光
行
政
つ
い
て

　
　
　

Q　
観
光
事
業
者
の
行
政
依
存
度
が
強
過

ぎ
る
と
思
う
。

　

行
政
主
体
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
脱
却
す

る
べ
き
。

　

赤
字
を
行
政
が
担
う
よ
う
で
は
平
戸
観

光
の
再
生
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

本
市
は
他
市
に
比
べ
歴
史
資
源
が
豊
富

で
あ
り
、
史
実
に
基
づ
い
た
記
念
事
業
は

低
迷
す
る
平
戸
観
光
の
一
助
と
し
て
開
催

し
、
担
当
者
や
実
行
委
員
会
と
協
議
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
で
開
催
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
シ
フ
ト
変
更
し
、
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
。

Q　
市
内
の
有
料
施
設
の
①
入
場
者
数
、

②
全
体
収
入
、 

③
入
場
料
収
入
、 

④
指
定

管
理
料
、 

⑤
建
築
完
成
年
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　
全
て
平
成
29
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
、

　

平
戸
城
は
①
６
万
７
，
７
４
９
人
、　

②
４
，
２
５
９
万
８
，
３
１
０
円
、  

③
３
，

０
７
２
万
９
，
６
１
０
円
、
④
１
，
１
８

１
万
２
千
円
、
⑤
昭
和
37
年
。

　

切
支
丹
資
料
館
は
、
①
３
，
６
０
８
人
、

②
３
６
６
万
６
千
円
、
③
64
万
８
千
円
、
④

３
０
１
万
８
千
円
、
⑤
昭
和
57
年
。

　

島
の
館
は
①
１
万
７
，
８
７
０
人
、
②
２
，

７
８
３
万
９
，
８
７
０
円
、
③
７
６
１
万
１
，

８
７
０
円
、
④
２
，
０
２
２
万
８
千
円
、
⑤

平
成
７
年
。

　

た
び
ら
昆
虫
自
然
園
は
、  

①
９
，
２

４
０
人
、  

②
１
，
７
２
２
万
１
，
１
４

０
円
、  

③
２
９
５
万
４
，
１
５
０
円
、  

④
１
，
４
２
２
万
８
千
円
、
⑤
平
成
４
年
。

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
、  

①
３
万
１
，

５
６
５
人
、  

②
３
，
６
８
４
万
３
，
２

７
６
円
、  

③
６
４
９
万
３
，
２
２
６
円
、  

④
１
，
６
０
０
万
円
、
⑤
平
成
22
年
。

Q　
今
後
、
改
修
費
用
も
か
か
り
、
財
政

負
担
が
厳
し
く
な
る
前
に
、
直
営
や
指
定

管
理
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
無
料
に
し
て
管
理

人
だ
け
置
く
と
か
、
入
場
料
の
見
直
し
や

管
理
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
効
果
を

期
待
し
た
が
、
平
戸
城
を
除
く
観
光
施
設

の
多
く
は
入
場
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
は
十
分
実
態
を
把
握
し
て
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
見
直
し
、
管
理
方

法
を
検
討
す
る
。

●
持
続
可
能
な
地
域
特
性
の
発
揮
に
向
け
て

　

〜
相
乗
的
価
値
を
生
み
出
す
仕
組
み
作
り
を
〜

　
　
　

Q　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
重
要
な
産
業
で
あ

る
。
本
市
は
良
好
な
風
況
で
あ
り
、
全
国

に
先
が
け
風
力
発
電
事
業
を
行
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
前
回
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

世
界
遺
産
登
録
に
代
表
さ
れ
る
文
化
観
光

の
視
点
か
ら
、「
景
観
計
画
重
点
区
域
や

重
要
文
化
的
景
観
選
定
地
域
に
あ
る
市
直

営
の
風
車
は
も
う
リ
プ
レ
ー
ス
（
施
設
の

建
て
替
え
）
し
な
い
。
市
直
営
で
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
１
回
の
み
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
許

す
」
と
い
う
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
ク
リ
ー

ン
な
営
み
を
許
容
で
き
な
い
の
は
納
得
い
か

な
い
。
風
車
に
限
ら
ず
該
当
地
域
に
お
い

て
は
産
業
育
成
の
面
で
制
約
が
生
ま
れ
る

だ
け
で
あ
る
。
改
め
て
見
解
を
問
う
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
説
明
し
て
い
た
が
、

「
専
門
家
に
よ
る
遺
産
影
響
評
価
委
員
会

の
審
議
で
影
響
な
し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

通
常
の
土
地
利
用
の
規
制
手
続
き
と
変
わ

ら
な
い
」
と
訂
正
し
た
い
。

Q　
か
つ
て
日
本
一
と
な
っ
た
本
市
の
ふ
る

さ
と
納
税
が
苦
戦
し
て
い
る
。
楽
天
な
ど

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
新
た
に
登
録
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
返
礼
品
合
戦

か
ら
脱
却
し
、
制
度
本
来
の
趣
旨
に
立
ち

返
る
こ
と
が
、
か
つ
て
寄
附
額
日
本
一
に
な

っ
た
平
戸
市
の
志
向
す
る
べ
き
道
で
あ
る

と
思
う
。

　

例
え
ば
ま
ち
協
の
人
脈
を
活
用
し
、
地

元
出
身
の
同
級
生
・
親
戚
な
ど
に
寄
附
を

募
っ
て
も
ら
い
、
応
分
の
成
果
報
酬
を
支

払
っ
て
は
ど
う
か
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
経
由

で
寄
附
が
あ
る
と
１
割
程
度
を
サ
イ
ト
に

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
事
な
寄

附
金
の
１
割
を
外
部
流
出
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
ま
ち
協
の
活
力
と
し
て
使
え
ば
市

内
に
お
金
が
循
環
し
一
石
二
鳥
で
あ
る
。
本

当
に
平
戸
市
を
応
援
し
た
い
人
の
真
心
に

訴
え
、
寄
附
金
を
市
の
活
動
に
充
て
る
こ

と
こ
そ
、
こ
の
制
度
の
本
質
で
あ
る
。

A　
市
長

　

近
藤
議
員
か
ら
「
平
戸
市
は
返
礼
品
合

戦
に
く
み
し
た
の
か
！
」
と
指
摘
さ
れ
、

胸
に
突
き
刺
さ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ご
指

摘
の
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
し
、
本

来
の
「
ふ
る
さ
と
を
思
う
人
た
ち
が
寄
附

を
す
る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
れ

ば
目
的
に
か
な
う
。

　

今
後
、
関
係
団
体
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

●
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

●
学
校
施
設
へ
の
空
調
導
入
お
よ
び
公
共
事
業
に
つ
い
て

●
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
入
場
者
が
伸
び
悩
ん
だ
原
因
は

何
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A　
市
長

　

台
風
や
週
末
に
雨
天
や
旅
行
商
品
を
造

成
し
て
も
催
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｃ

Ｍ
を
放
映
し
た
が
イ
ベ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ
を

訴
求
で
き
ず
に
来
場
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
来
場
者
が
40
代
以

下
の
人
が
７
割
で
あ
り
、
平
戸
に
来
訪
す

る
観
光
客
は
50
代
以
上
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
ミ
ス
マ
ッ
チ

だ
っ
た
こ
と
が
要
因
。

Q　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
方
を

再
考
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
平
戸
の

観
光
に
お
い
て
九
州
の
西
の
端
と
い
う
地
理

的
に
不
利
な
場
所
に
あ
り
、
何
か
の
目
的

が
な
け
れ
ば
来
て
い
た
だ
け
な
い
所
だ
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
休
耕
田
を
利
用
し
て
季

節
の
花
で
観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
取
り
組

み
が
で
き
な
い
か
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

現
在
、
各
地
域
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
置
か
れ
て
お
り
、
関
係
各
課
等
と
も
相

談
し
て
、
改
め
て
取
り
組
み
た
い
。 

Q　
今
回
、
小
中
学
校
に
空
調
設
置
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
国
の
方
針
転
換
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
特
徴
的
な
メ
リ

ッ
ト
は
何
な
の
か
。

A　
教
育
次
長

　

平
戸
市
の
空
調
設
置
全
体
予
算
が
２
億

７
０
０
万
円
と
試
算
す
る
と
、
実
質
地
方

負
担
が
26
・
７
％
と
な
り
昨
年
度
よ
り
も

25
％
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
市

負
担
が
約
５
，
２
０
０
万
円
程
度
軽
減
さ

れ
る
と
い
う
見
込
み
に
な
る
。

Q　
な
ぜ
生
月
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
工

期
の
延
長
等
が
続
い
て
い
る
の
か
。

A　
生
月
支
所
長

　

申
請
手
続
き
の
不
備
や
天
候
不
良
な
ど

の
ほ
か
、
地
質
調
査
や
地
盤
調
査
等
の
不

手
際
に
よ
る
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

Q　
高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
使
い
方
等
の
指
導
不
足
に
よ

り
、
利
用
者
に
混
乱
を
招
い
た
と
聞
い
て

い
る
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

A　
福
祉
部
長

　

事
実
、
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
指

導
に
努
め
る
。

平成30年12月定例会 １１人の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）

12
とかいせん2019. ２. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん
13 2019. ２. 1発行

平戸市議会だより

とかいせん

山﨑　一洋議員

竹山　俊郎議員

近藤　芳人議員

井元　宏三議員



Q　
度
島
診
療
所
、
大
島
診
療
所
の
在
り

方
、
将
来
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
地
域

医
療
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

A　
市
長

　

市
立
病
院
と
と
も
に
医
師
の
高
齢
化
お

よ
び
医
師
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
る
。
今

後
も
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
市
民

が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
、
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ

り
良
い
地
域
医
療
体
制
の
確
立
に
努
め

る
。

Q　
今
後
、
離
島
の
医
療
を
維
持
す
る
た

め
に
は
民
間
病
院
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
も

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

現
時
点
で
民
間
病
院
に
ア
プ
ロ
ー
チ
は

し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
地
域
連
携
会
議

等
で
協
議
し
て
検
討
す
る
。

Q　
生
月
病
院
、
平
戸
市
民
病
院
は
、
現

状
の
ま
ま
で
は
存
続
が
非
常
に
厳
し
い
と

思
う
。
例
え
ば
生
月
病
院
を
今
後
回
復
期

の
形
態
に
す
る
と
、
現
状
の
ま
ま
で
は
公

営
企
業
債
の
交
付
税
措
置
は
25
％
し
か
な

い
。

　
こ
れ
を
返
還
型
と
か
近
隣
病
院
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
40
％
ま
で
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
で
き
る
だ
け
経
費
を
抑
え
る
た
め
に
も

近
隣
病
院
と
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　
病
院
局
長

　

生
月
病
院
に
お
い
て
は
、
医
師
確
保
の

状
況
や
将
来
の
医
療
需
要
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
建
て
替
え
時
を
め
ど
に
病
院
と

し
て
の
存
続
、
有
床
診
療
所
ま
た
は
無
床

診
療
所
へ
の
移
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
検
討
す
る
。

Q　
回
復
期
の
人
を
生
月
病
院
で
受
け
入

れ
て
、
中
間
診
療
を
行
な
っ
て
、
も
し
も
の

と
き
は
、
救
急
車
で
平
戸
市
民
病
院
に
移

動
す
る
。

　

平
戸
市
民
病
院
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
統

合
、集
約
し
て
医
療
に
対
応
す
る
方
法
な
ど
、

い
か
に
し
て
生
月
病
院
を
医
療
機
関
と
し

て
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
た

め
に
も
市
内
の
民
間
病
院
と
将
来
に
向
け

た
病
院
・
地
域
医
療
の
分
担
の
協
議
を
す

る
協
議
会
を
作
り
、
議
論
す
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

存
続
す
る
病
院
、
医
療
機
関
の
役
割
、

課
題
な
ど
、
お
互
い
の
医
療
機
関
の
独
自

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
意
見
集
約
を

図
る
。

●
地
域
医
療
つ
い
て

●
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
事
業
の
大
幅
な
収
支
計
画
誤
算

　

に
つ
い
て
は
説
明
責
任
が
必
要
だ

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
を
考
え
る
べ
き
だ

　
　
　

Q　
今
回
の
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
事

業
の
目
的
と
プ
ロ
セ
ス
は
理
解
で
き
る
が
、

収
支
計
画
に
大
幅
な
誤
算
が
出
た
こ
と
は

計
画
に
無
理
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

イ
ベ
ン
ト
責
任
者
と
し
て
説
明
が
必
要
だ
。

A　
市
長

　

平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
で
、
お
城

も
人
気
が
あ
り
、
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
で
の
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
、
黙
っ
て
い
て
も
来
客
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
油
断
と
慢
心
が
あ
り
、

こ
の
結
果
に
な
っ
た
と
強
く
反
省
し
て
い

る
。
今
後
は
リ
ス
ク
回
避
に
念
に
は
念
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

今
回
の
結
果
を
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
生

か
し
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q　
事
業
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
、
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
の
今
後
の
整
備
予
定
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。

A　
消
防
長

　

１
基
当
た
り
約
９
万
３
千
円
で
、
平
成

31
年
度
に
80
基
、
平
成
32
年
度
に
62
基
整

備
予
定
。
最
終
的
に
は
既
存
分
３
３
７
基
、

新
設
分
４
０
７
基
、
合
計
７
７
４
基
の
設

置
と
な
る
。

　
　
　

も
し
も
の
と
き
の
安
心
安
全
の
た

め
の
施
策
と
い
う
が
、
火
災
報
知
機
の
設

置
補
助
や
夜
間
の
防
犯
灯
設
置
補
助
、
火

災
の
た
び
に
濁
る
老
朽
水
道
管
の
整
備
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
優
先
順
位
が

先
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

Q　
働
き
方
改
革
に
関
し
、
職
員
の
残
業

時
間
が
多
す
ぎ
る
の
で
改
革
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
職
員
の
能
力
評
価
は
ど
の
よ
う
な

制
度
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

残
業
時
間
は
会
計
検
査
や
各
種
申
請
・

報
告
な
ど
、
時
期
的
な
こ
と
や
各
課
の
業

務
の
質
量
で
変
わ
る
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
に
よ
っ

て
業
績
評
価
と
能
力
評
価
を
行
い
、
直
属

の
上
司
が
１
次
評
価
、
そ
の
上
司
が
２
次

評
価
を
行
う
。

　

直
近
の
期
末
勤
勉
手
当
の
評
価
で
い
う

と
、 

Ｓ
が
２
人
で
４
万
５
千
円
加
算
、 

Ａ

が
１
５
４
人
で
２
万
５
千
円
の
加
算
、 

Ｂ

が
３
９
９
人
で
加
算
な
し
。 

Ｃ
・
Ｄ
が
６

人
で
６
万
７
千
円
の
減
俸
。
な
お
、
戒
告

処
分
を
受
け
た
場
合
は
10
万
７
千
円
、
減

給
処
分
を
受
け
た
場
合
は
14
万
８
千
円
程

度
の
減
俸
と
な
る
。

●
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
が
掲
げ
る
地
域
特
性
の

　

新
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
地
域
に
よ
っ
て
は
お
の
ず
か
ら
活
性

化
に
向
か
っ
て
い
く
地
区
も
あ
れ
ば
、
行

政
の
目
配
り
、
手
当
て
が
な
け
れ
ば
住
民

に
と
っ
て
も
満
足
が
い
く
よ
う
な
手
当
て
が

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
地
区
も

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
予
算
に
反

映
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

A　
市
長

　

平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
が
掲
げ
る
地

域
特
性
の
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い

て
、
市
内
７
地
域
の
独
自
性
や
優
位
性
を

生
か
し
た
「
目
指
す
べ
き
姿
」
を
掲
げ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
踏
ま

え
、
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種

施
策
の
推
進
お
よ
び
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
の
両
立
を
念
頭
に
編
成
し
、
基
本
的

な
柱
と
し
て
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
展
開
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
包
含
し
た
事
業
計
画
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
た
く
ま
し
く
元
気

な
産
業
の
振
興
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築

事
業
は
、
度
島
地
区
以
外
の
地
区
で
取
り

組
む
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
水
産
業

を
確
立
す
る
漁
港
整
備
事
業
で
は
生
月
地

区
、
北
部
地
区
お
よ
び
中
南
部
地
区
に
お

い
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
特
性
を
発
揮
す
る
た

め
に
も
、
関
係
諸
団
体
な
ど
と
行
政
に
お

い
て
協
議
を
重
ね
た
上
で
の
予
算
要
求
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
総
合
計
画
の

目
標
達
成
に
資
す
る
よ
う
な
各
種
事
業

を
、
十
分
な
精
査
を
行
い
な
が
ら
、
予
算

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　
少
子
化
が
進
む
中
、
市
内
の
小
中
学

校
な
ら
び
に
高
校
の
現
状
と
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

A　
教
育
次
長

　

平
成
30
年
５
月
１
日
現
在
、
児
童
数
は

１
，
４
９
５
人
、
生
徒
数
が
７
４
９
人
と

な
っ
て
お
り
、
合
併
時
の
児
童
数
２
，
５

０
１
人
、
生
徒
数
１
，
４
９
５
人
と
比
較

す
る
と
、
児
童
数
が
約
60
％
、
生
徒
数
が

約
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
半
数
ま

で
減
少
し
て
い
る
。

A　
財
務
部
長

　

市
内
中
学
校
生
徒
の
市
内
高
校
へ
の
進

学
の
割
合
は
53
％
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
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　住威三美議員

池田　稔巳議員 松本　正治議員

①（公社）みらいサポート石巻
　（宮城県石巻市）

②（有）下山農場（千葉県旭市）

③  総務省、農林水産省（東京都
　  千代田区）

全ての報告は、議会事務局にて閲覧できます。

政務活動報告
　政務活動費とは、市政に関する調査研究・市政と関連性があるその他の活
動に資するために必要な経費の一部として、会派に対し所属議員数に応じて
交付されるものです。　　（１人当たり月額１万円を上限）

市
民
ク
ラ
ブ

政　

和　

会

研修者氏名 研修・調査内容 研修地

竹山　俊郎

　住　威三美

松尾　　実

山内　政夫

田島　輝美

池田　稔巳

  

10 月 30 日～ 11 月 2日

①アプリを活用して防災まちあるき視察研修

②養豚経営の視察研修

③自治体病院の不採算についての国の交付税

　措置の今後の状況、地域ＩoＴ実装総合支

　援事業など

    


